
令和元年度
夏季特別展

〒910-0016  福井県福井市大宮2-19-15
TEL.0776-22-4675　FAX.0776-22-4694

http ://www.pref. fuku i . jp/muse/Cul-H ist/

家事・家電・家庭の
うつりかわり 「主婦」の近代

後　　援‖福井新聞社、FBC福井放送、福井テレビ、FM福井、福井ケーブルテレビ・さかいケーブルテレビ
 丹南ケーブルテレビ、嶺南ケーブルネットワーク、えちぜん鉄道株式会社、福井鉄道株式会社
開館時間‖９時から１７時まで（入館は１６時３０分まで）
観 覧 料‖一般４００円、大学・高校生３００円、小中学生２００円、７０歳以上の方２００円

 ＊２０名以上の団体は２割引。特別展のチケットで、館内の展示はすべてご覧になれます。
 ＊身体障害者手帳、精神障害者福祉手帳、療育手帳をお持ちの方は、手帳を提示いただきますと、
　本人およびその介護者1名の特別展観覧料は半額となります。

福井県立歴史博物館 ２階 特別展示室   会期中休館日なし
令和元年7月20日■土～9月1日■日
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うつりかわり 「主婦」の近代
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博物館■タクシー　約10分

■京福バス：福井駅西口広場バスターミナルから
「大和田大学病院線」 県立歴史博物館前下車
■コミュニティバス･すまいる：福井駅西口広場バスターミナルから
「文京・田原町方面」宮前町下車
■えちぜん鉄道：「三国芦原線」西別院駅下車 徒歩10分
■福井鉄道：田原町駅下車　徒歩15分 〒910-0016  福井県福井市大宮2-19-15

TEL.0776-22-4675　FAX.0776-22-4694
http ://www.pref. fuku i . jp/muse/Cul-H ist/

開館時間／9時から17時まで（入館は16時30分まで）　期間中休館日なし
観覧料／一般400円、大学・高校生300円、小中学生200円、70歳以上の方200円
＊20名以上の団体は２割引。特別展のチケットで、館内の展示はすべてご覧になれます。

＊身体障害者手帳、精神障害者福祉手帳、療育手帳をお持ちの方は、手帳を提示いただきますと、
本人およびその介護者１名の特別展観覧料は半額となります。

JR福井駅より

車：北陸自動車道　福井北インターから西へ約15分（駐車場あり）

ご 利 用 案 内

交 通 の ご 案 内

家庭での炊事洗濯などの家事といわれるものは、明治時代以降に「女性によって担当されるもの」

という考えが主流となりました。「主婦」という言葉も「家事を担当する女性」を指すようになりました。

従来、家事は重労働であり、そのため、洗濯機や掃除機など、さまざまな家庭用電気機械器具

（家庭用電気製品、家電）が考案され、改良されてきました。そうした家電は「主婦」をターゲットと

して雑誌などで盛んに宣伝されています。また、そうした雑誌では、期待される「主婦」像や家庭の

あり方も語られてきました。

そのような女性向け雑誌や家電などの生活用品を通して、明治から平成にかけての生活の様子の

変遷や、共稼ぎが多いと言われる福井の様子も含めて紹介します。

7月21日（日）、7月28日（日）、
8月4日（日）、8月11日（日）
１４：００～ 特別展示室

「主婦」以前の事
家事には様々なことが含まれます。そして、

それぞれに道具があります。時代によって姿が

変わるものもあれば、変わらないものもあります。

ここでは近代に入る前から使われてきた暮らし

の道具を紹介します。あわせて、近代以前の女性

への考え方や男女のたしなみとされていたこと

を紹介していきます。

「主婦」の誕生
明治時代、家政学関係の書籍から「主婦」

という言葉が使われ始め、大正時代以降に

発行され始めた女性向け雑誌で広く使われる

ようになりました。そうした書籍や雑誌など

を含めて「主婦」の広まりを紹介します。

戦後と高度経済成長
戦前から続いていた生活改善運動は、戦後

になり新生活運動となって継続されていきます。

また、戦後の復興から高度経済成長期には各種

家電が開発、改良され、決して安価ではない

ものの、徐々に普及してきました。その様子を

含めて、生活の変化を紹介します。

技術の発展とともに家電は改良

を重ねられ、家事の負担も軽減さ

れてきました。そうしたことを踏まえ

て、今後の家事と家族のあり方を考

えます。

これまでと
     これから４.

1. 2.

3.

関連イベント

●展示説明会

７月27日（土）
１４：００～ 研修室
講師：川波久志（当館学芸員）

●ライフ・アカデミー連携
　ふくい歴博講座
　「家電と家事（仮）」

8月4日（日）、8月25日（日）
講師：ミュージアム
　　 サポーターズクラブ

※展示資料・内容・日程は
　都合により変更されることがあります。

●体験会
　「昭和の夏あそび」

当日
受付

参加
無料


